
取扱説明書 

ロードチェッカ （ＬＣ－Ｂ形）

取扱説明書番号 

№00456f 

■この説明書はロードチェッカを正しく、安全にご使用いただくた

めに、取扱い方法や点検方法が説明してあります。

ご使用前に必ず熟読してください。

■お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるとこ

ろに必ず保管してください。



このたびは、ロードチェッカをお買い上げいただきまして誠にありがとうございました。 

ご使用の前にこの取扱説明書をご一読のうえ、正しくご使用ください。 

 

 

安全上のご注意 
 

● ご使用の前に必ず取扱説明書をすべて熟読し、正しくご使用ください。 
  機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。 
  お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。 

● 安全注意事頂のランクを「危険」「注意」として区分しております。 

：取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける可能

性が想定される場合 

：取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の障害や軽傷を受ける

可能性が想定される場合および物的損害のみの発生が想定される場合 

なお、    に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。 
いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。 

 

危険 
 

○感電のおそれあり。２４０Ｖを超える回路では使用しないでください。 

○感電のおそれあり。送信器のクランプＣＴ端子の電極には絶対に触れないでください。 

○感電のおそれあり。作業を行う時は電気用ゴム手袋を着用してください。 

○短絡のおそれあり。死線探査時の探査相間短絡線は探査終了後、必ず取外してください。 

 

 

注意 
 

○感電のおそれあり。探査は有資格者（電気工事士、電気主任技術者など）が行ってください。 

○感電のおそれあり。探査用負荷を回路へ接続する時や取外す時は、必ず探査用負荷の電源スイッ

チを「切」にして行ってください。 

○破損のおそれあり。有機溶剤等で拭かないでください。 

○破損のおそれあり。送信器用ＡＣアダプタ、クランプＣＴの取付または取外し時には、本体または

プラグをつかんで行ってください。 

○破損のおそれあり。探査用負荷はプラグをつかんでコンセントから抜き取ってください。 

○破損のおそれあり。探査用負荷はインバータの２次側へは接続しないでください。 

○誤動作のおそれあり。電池は早めに交換してください。 

○破損のおそれあり。長期間使用しない時は電池を取外して保管してください。 

○誤探査のおそれあり。受信器はオートパワーオフ機能を内蔵しています。約１０分間無操作、また

は受信しない場合は電源が切れますので、反応がない状態と混同しないようにしてください。 

 

 
 

注意 

危険  

 

注意  
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用途と働き 
 

●非接触方式の受信器で、活線状態で電源側からの負荷探査が１人でできます。 

●上位電源と負荷との接続確認用として、改造工事や竣工検査等に使用します。 

●死線状態での探査や、負荷側からの電源探査も可能です。 

 

 

 

ご使用上の注意 
 

ゴム手袋の使用 

●クリップ線を充電回路へ接続される時は、電気用絶縁ゴム手袋を使用してください。 

 〔労働安全衛生規則（第５章第４節第３４６条平成２４年度版）に規定〕 

 

送信器 

●送信器の使用電圧範囲は、活線時ＡＣ１００～２４０Ｖ±１０％です。 

 必ず、この範囲内で使用してください。（活線の直流回路の探 

査はできません。別途お問い合わせください。） 

●クランプＣＴの使用可能導体径はφ３２です。 

 φ３２以下の電線へ使用してください。 

●送信器に付属のクランプＣＴおよび１００Ｖ ＡＣアダプタを確実 

に接続してください。 

●クランプＣＴを電線に装着する時、クランプＣＴのかみ合せ部 

 が確実に閉じていることを確認してください。（図１） 

●クランプＣＴ使用中、クランプした電線に流れる負荷電流と探査信号電流により、クランプ部より若干の 

ジーまたはキーンという音を生じますが異常ではありません。 

●クランプＣＴ使用中、クランプした電線に流れる負荷電流と探査信号電流により、クランプ部が若干発熱しま

すが異常ではありません。 

●１００Ｖ ＡＣアダプタを使用される時は、送信器の電源スイッチを「入」にした時、電池チェック用ＬＥＤ（緑

色）が点灯することを確認してください。 

●電池を使用される時は、単三アルカリ電池８本を準備して頂き、送信器裏面の電池ボックスヘ装着してくだ

さい。（電池使用の場合は、１００Ｖ ＡＣアダプタを送信器へ接続しないでください。） 

●電池を使用される時は、送信器を使用される前に必ず電池チェックを行ってください。 

 電池が消耗したまま使用されると、正常に動作しません。 

〔電池チェックの方法〕 

送信器の電源スイッチを「入」にした時、電池チェック用ＬＥＤが点灯することを確認してください。 

電池チェック用ＬＥＤ（緑色）が点滅したり点灯しない場合は、電池（単三アルカリ電池８本）を交換してくだ

さい。 

●探査終了後は、送信器の電源スイッチを切ってください。 

●死線探査時の探査相間短絡線は、探査終了後、必ず取外してください。 

 

探査用負荷 

●探査用負荷の使用電圧範囲は活線時ＡＣ１００～２４０Ｖ±１０％です。 

 必ず、この範囲内で使用してください。（活線の直流回路の探査はできません。別途お問い合わせください。） 

●回路へ接続する時や取外す時は、必ず探査用負荷の電源スイッチを「切」にして行ってください。 

●１００Ｖプラグで回路に接続できない時は、１００Ｖプラグ付コードをクリップ付コードヘ取替えてください。 

●探査終了後は、必ず探査用負荷の電源スイッチを「切」にしてから取外してください。 

●インバータの２次側へは絶対接続しないでください。破損します。 

●探査用負荷を使用時、送信器および受信器が正常にもかかわらず探査できない時は、探査用負荷内部の保護

ヒューズの断線が考えられますので、探査用負荷端子間の抵抗でチェックしてください。約１００ｋΩあれば正

常です。 

 
 
 
 
かみ合わせ部→ 

図１ 
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受信器 

●受信器の BAT-LED が点滅したら電池は早めに交換してください。 

●乾電池の液漏れによる破損を防止するため、長時間使用しない時は電池を取外して保管してください。 

●モード切換スイッチの設定（選択）を誤りますと、正確な探査ができないことがありますので、ご注意くだ

さい。 

 

判定方法 

（１）ノイズを含まない時の判定 

   信号期間の点滅が規則正しく、休止期間がある時、該当回路です。 

   ◎:信号による点灯 

 

 

 

     信号期間     休止期間    信号期間    休止期間    信号期間 

     約１．６秒     約１．６秒    約１．６秒    約１．６秒    約１．６秒 

 

（２）ノイズを含んだ時の判定 

   信号期間中に、時々点滅が不規則な場合、または休止期間中に時々点滅（ノイズ）があっても、 

   全体的に見て信号期間と休止期間の区別ができる時、該当回路です。 

   ◎:信号による点灯 ○:ノイズによる点灯 ●:ノイズによる不点灯 

 

 

 

     信号期間     休止期間    信号期間    休止期間    信号期間 

     約１．６秒     約１．６秒    約１．６秒    約１．６秒    約１．６秒 

（注）受信器は１つの探査場所に少なくとも３～５秒以上は当てて判定を行ってください。 

 

共 通 

●ノイズの影響 

・探査回路に探査信号より大きいノイズが乗っている場合は探査できません。 

 ノイズの発生原因を取り除いてから探査してください。 

・探査は「ピッピッ」という規則的な断続音(５～６回)が約１．６秒間隔で繰り返すことを確認してく 

ださい。 

・ノイズを発生する主な機器 

 インバータ、コピー機等 

●探査回路電流の影響 

探査回路に４００Ａを超える負荷電流が流れている場合は、探査できないことがありますのでご注 

意ください。 

●進相コンデンサやＵＰＳ(無停電電源装置)の影響 

探査回路に進相コンデンサやＵＰＳが接続されている場合は、探査できないことがありますのでご 

注意ください。 

 

探査終了後、工事をされる前に 

●該当ブレーカを切った後、必ず電圧がかかっていないことを検電器等で確認して工事を始めてください。 

 

 

 

 

 

ピッピッピッピッピッ 

◎◎◎◎◎ 
ピッピッピッピッピッ 

◎◎◎◎◎ 
ピッピッピッピッピッ 

◎◎◎◎◎ 

ピッピッピッピッピッ 

◎◎◎◎◎ 
ピッピッ  ピッピッ 

◎◎●◎◎ 
ピッピッピッピッピッ 

◎◎◎◎◎ 
ピッ 

○ 
ピッ  ピッ 

○ ○ 
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商品構成および総質量 
 
 
ロードチェッカ 一式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総質量 
約２．７ｋｇ 

 
 
 

各部の名称と機能 
 
 
①送信器                     ②探査用負荷 
（④クランプＣＴ含む）                   （⑤１００Ｖプラグ付コード含む） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
⑦ 
 
 
④ 
 
⑤ 
 
⑥ 
 
② 
 

⑧ 
 
③ 
 
① 
 
 
 
⑨ 

①送信器×１ 
②探査用負荷×１ 
③受信器×１ 
④クランプＣＴ（送信器用）×１ 
⑤１００Ｖプラグ付コード×１ 
⑥クリップ付コード×１ 
⑦ＡＣアダプタ（送信器用）×１ 
⑧９Ｖ電池（受信器用）×１ 
⑨キャリングケース×１ 

① 
電源スイッチ 

電源表示灯兼 
電池チェック用ＬＥＤ（緑色） 
ＡＣアダプタ使用の場合 
 正常時：点灯 
 異常時：消灯 
電池使用の場合 
 正常時：点灯 
 消耗時：点滅または消灯 

④ 

⑤ 

② 

電源スイッチ 
回路へ接続時：「切」 
回路へ接続後：「入」 

ＰＯＩＮＴ ＣＨＥＣＫ 
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各部の名称と機能 
 
 
③受信器 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 
モード切換スイッチ 

モード切換スイッチの選択位置における用途は次のようになります。 

表１ 
 

（注１）「ブレーカ」モードは２Ｐおよび３Ｐブレーカ探査専用ですので、他の探査には使用できません。 

    （センサコイルの方向が他と違います） 

（注２）１Ｐブレーカの探査は「ブレーカ」モードではできません。必ずモードを「電線(低)」または「電線(高)」 

    にし、１Ｐブレーカへの接続電線で探査してください。 

感度切換スイッチ 

全モードにおいてＨＩ/ＬＯの感度切換が可能です。 

 

感度調整 

探査時、判定用ＬＥＤの点滅が５ヶ以下の場合は、１ランク高いモードへの切替（「ブレーカ」モードは除きます。）

または感度切換スイッチで調節し、探査を行ってください。感度はＡ→Ｂ→Ｃと高くなります。（上表参照） 

 

 

⑥クリップ付コード   ⑦ＡＣアダプタ（送信器用）      ⑧９Ｖ電池（受信器用） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モード切換 用途（探査対象） 備  考 感度 

電源側 
電線(低) 電線に直接当てて探査する場合 

負荷側から電源を

探査する場合 

Ａ 

電線(高)       〃 Ｂ 

ブレーカ ブレーカ自身のカバー上面で探査する場合 Ａ 

負荷側 
探査負荷 探査用負荷に直接当てて探査する場合 電源側から負荷を

探査する場合 

Ｂ 

その他 電力量計等で探査する場合 Ｃ 

判定用ＬＥＤ（赤色） 
探査信号受信中は点滅します 

電池チェック用ＬＥＤ（青色） 
点灯…正常 

点滅…交換時期 

消灯…使用不可 

電源スイッチ 
押す毎にＯＮ－ＯＦＦを繰り返します 

配線方向ガイド 

この溝を電線と平行になるように 

当ててください 

ブザー 
電源 ON/OFF 時、探査信号受信中、 

オートパワーオフ時に鳴ります 

電池収納部（裏） 
収納される時、付属の９Ｖ電池をセット 

してください 

モード切換スイッチ 

用途（探査対象）に応じ表１のように切換 

えて使用します 

図３ 

感度切換スイッチ 

押す毎にＨＩ/ＬＯに切換わります。 

感度レベル表示灯(LED) 

ＨＩ…点灯 ＬＯ…消灯 
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図７ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ 

受信器の配線方向ガイドと探査位置 
 

受信器の切換モードスイッチには下記の５つのモード切換があります。 

 

１．「電線（低）」 

２．「電線（高）」 

●判定用ＬＥＤの点滅数は図４のように電線に配線方向ガイドを 

平行になる様に当てた場合が最も多く点滅します。 

電線と受信器の方向が図５の状態となった場合、探査（受信） 

感度が最も悪くなります。 

（注）感度は１.「電線（低）ＬＯ」 

２．「電線（低）ＨＩ」 

３．「電線（高）ＬＯ」 

４．「電線（高）ＨＩ」の順に大きくなります。 

受信器のモード切換スイッチおよび感度切換スイッチを調節し、 

適度な感度に合わせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．「ブレーカ」モードの場合 
●図６のように、探査信号を注入した相間の中心モールドカバー 

面へ受信器の先端を当ててください。 

ブレーカ専用のセンサコイルで検出するため配線方向ガイド 

は関係ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．「探査負荷」モードの場合 
●図７のように探査用負荷の指定探査ポイント（       ） 

へ受信器の先端中心を当てます。探査ポイントからずれたり、 

上下左右へ傾く程、探査感度が悪くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＯＩＮＴ ＣＨＥＣＫ 

モードの場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 
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受信器の配線方向ガイドと探査位置 
 

５．「その他」モードで電力量計探査の場合 
●電力量計の種類（各配電方式）に応じて、それぞれ図８，９の様に受信器を当ててください。 

（電力量計内部の電圧コイルに受信器先端を近づけます。） 

同一種類（配電方式）の電力量計で同じ当て方をしても、メーカーによって探査感度が異なることがあ

ります。 

また、電圧コイルの位置が左右入れ替わったものもありますのでご注意ください。 

 

端子記号Ｓ１－Ｓ２間電圧コイル左側面 

端子記号 Ｓ１－Ｓ２間電圧コイル上面     端子記号Ｓ２－Ｓ３間電圧コイル右側面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８                    図９ 

 

単相２線式の時                単相３線式の時 

                           三相３線式の時 

 

（注）受信器が、電力量計と計器箱の隙間に入らずに探査できない時は、図１０のように電力量計の端子カバ

ーを外し、電源側端子部または負荷側端子部の相間に探査用負荷を接続し、探査用負荷のＣＨＥＣＫ Ｐ

ＯＩＮＴ部（Ｐ６図７参照）へ受信器を当てて探査してください。（この場合のモード切換は「探査負荷」に

設定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０ 
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活線探査方法 
 

① 活線状態での電源側からの負荷探査  

（探査用負荷での探査：基本探査方法） 
 

チェック略図 操作手順 

  

①送信器にクランプＣＴと１００Ｖ ＡＣアダプタ（電池電源の時は不

要）を接続します。 

②クランプＣＴを探査する系統の電線（単相２線式の時は片方の線

へ、単相３線式の時は中性線へ、三相３線式の時はＳ相へ）へ装着

し、送信器の電源スイッチを「入」にしてください。 

③探査用負荷を探査するコンセントまたは端子部へ接続します。

（接続する時、探査用負荷は必ず電源スイッチを「切」にして行って

ください。） 

④探査用負荷の電源スイッチを「入」にしてください。 

⑤受信器のモード切換スイッチを「負荷側」の「探査負荷」にセット

します。（図①－１） 

⑥受信器の先端を探査用負荷の指定個所（ＣＨＥＣＫ ＰＯＩＮＴ）へ当

ててください。（図①－２） 

⑦探査するコンセントまたは端子部へ順次探査用負荷を接続し、 

③～⑥の手順で探査してください。（探査用負荷を取外す時は、

必ず探査用負荷の電源スイッチを「切」にして行ってください。） 

 

（注１）三相３線（単相３線）式の場合、Ｓ相にクランプＣＴを装着

した時は、Ｒ－Ｓ，Ｓ－Ｔ相間が探査できます。Ｒ－Ｔ相間を

探査する場合は、Ｒ相またはＴ相ヘクランプＣＴを装着して

ください。 

 

 

判  定 

 

受信器表面の判定用ＬＥＤが、６～１０ヶ約１．６秒間に５～６回点滅し、

次の１．６秒間は休止を規則正しく繰り返せば、送信器のクランプＣ

Ｔを装着した電源に接続されています。ブザーは、判定用ＬＥＤの点

滅に同期して断続音（ピッピッという音）を発します。 

 

 

 

点灯 

 

 

 

 

 

 

 

図①－１              図①－２ 
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活線探査方法 
 

② 活線状態での電源側からの負荷探査  

（電力量計での探査：アパート・マンション等で外部にコンセントがない場合の探査） 
 

チェック略図 操作手順 

  

①送信器にクランプＣＴと１００Ｖ ＡＣアダプタ（電池電源の時は不

要）を接続します。 

②クランプＣＴを探査する系統の電線（単相２線式の時は片方の線

へ、単相３線式の時は中性線へ、三相３線式の時はＳ相へ）へ装着

し、送信器の電源スイッチを「入」にしてください。 

③受信器のモード切換スイッチを「負荷側」の「その他」にセット

します。（図②－１） 

④受信器の先端を電力量計の電圧コイル付近に図示の様に当てて

ください。（図②－２，②－３） 

受信器を当てる角度、位置により検出感度が変わりますので、判

定用ＬＥＤが６～１０ヶ点滅する様にしてください。 

⑤探査する電力量計を順次④の手順で探査してください。 

 

判  定 
 

受信器表面の判定用ＬＥＤが、６～１０ヶ約１．６秒間に５～６回点滅し、

次の１．６秒間は休止を規則正しく繰り返せば、送信器のクランプＣＴを

装着した電源に接続されています。ブザーは、判定用ＬＥＤの点滅に同

期して断続音（ピッピッという音）を発します。 

 

 

 

単相２線式        単相３線式・３相３線式 
点灯 

 

 

 

 

 

 

 

図②－１             図②－２        図②－３ ※左側面でも探査できます。 
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活線探査方法 
 

③ 活線状態での負荷側からの電源探査  

（コンセント、端子等の電源ブレーカの探査） 
 

チェック略図 操作手順 

  

①送信器にクランプＣＴと１００Ｖ ＡＣアダプタ（電池電源の時は不

要）を接続します。 

②探査用負荷を探査するコンセントまたは端子部へ接続します。

（接続する時、探査用負荷は必ず電源スイッチを「切」にして行っ

てください。） 

③探査用負荷の電源スイッチを「入」にしてください。 

④送信器のクランプＣＴを探査用負荷の貫通穴へ装着します。（図③

－１） 

⑤送信器の電源スイッチを「入」にしてください。 

ブレーカでの探査 

⑥受信器のモード切換スイッチを「電源側」の「ブレーカ」にセット

します。（図③－２） 

⑦受信器の先端をブレーカ表面に順次当ててください。（図③－４） 

 

（注１）１Ｐブレーカの探査は「ブレーカ」モードではできません。

モードを「電線(低）」または「電線(高）」とし、１Ｐブ 

レーカへの接続電線で探査してください。 

電線での探査 

⑧受信器のモード切換スイッチを「電源側」の「電線(低)」にセッ

トします。（図③－３） 

⑨受信器の先端を電線またはブレーカ端子部電線に順次当ててく

ださい。（図③－５） 

 

（注１）「電線(低)」モードで判定用ＬＥＤが５ヶ以下しか点滅しない

時は、「電線(高)」モードへの変更および感度切換ス 

イッチにて感度を合わせてください。 

判  定 

 

受信器表面の判定用ＬＥＤが、６～１０ヶ約１．６秒間に５～６回点滅し、

次の１．６秒間は休止を規則正しく繰り返せば、送信器のクランプＣ

Ｔを装着した電源に接続されています。ブザーは、判定用ＬＥＤの点

滅に同期して断続音（ピッピッという音）を発します。 

 

点灯 

 

 

 

 

 

 

 

 

図③－１      図③－２      図③－３      図③－４      図③－５ 
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死線探査方法 

 

④ 死線状態での電源側からの負荷探査  

（探査用負荷での探査） 
 

チェック略図 操作手順 

  

①送信器にクランプＣＴと１００Ｖ ＡＣアダプタ（電池電源の時は不

要）を接続します。 

②探査する系統のブレーカが切れていることを確認し、ブレーカ負

荷端子相間を短絡線で短絡してください。 

③クランプＣＴを短絡線へ装着し、送信器の電源スイッチを「入」にし

てください。 

④探査用負荷を探査するコンセントまたは端子部へ接続します。

（接続する時、探査用負荷は必ず電源スイッチを「切」にして行ってくださ

い。） 

⑤探査用負荷の電源スイッチを「入」にしてください。 

⑥受信器のモード切換スイッチを「負荷側」の「探査負荷」にセッ

トします。（図④－１） 

⑦受信器の先端を探査用負荷の指定個所（ＣＨＥＣＫ ＰＯＩＮＴ）へ当

ててください。（図④－２） 

⑧探査するコンセントまたは端子部へ順次探査用負荷を接続し、 

④～⑦の手順で探査してください。（探査用負荷を取外す時は、

必ず探査用負荷の電源スイッチを「切」にして行ってください。） 

短絡線で短絡した相に接続された負荷を探査します。 

 

（注１）三相３線（単相３線）式の場合、Ｒ－Ｓ相を短絡した時は 

Ｒ－Ｓ相間が探査できます。 

Ｓ－Ｔ相を探査する場合はＳ－Ｔ相を短絡、Ｒ－Ｔ相を探査す

る場合はＲ－Ｔ相を短絡してクランプＣＴを短絡線へ装着し

てください。 

 

 

探査相間短絡線は、探査終了後クランプＣＴを取外す時に必ず取外し

てください。 

判  定 

 

受信器表面の判定用ＬＥＤが、６～１０ヶ約１．６秒間に５～６回点滅し、

次の１．６秒間は休止を規則正しく繰り返せば、送信器のクランプＣ

Ｔを装着した電源に接続されています。ブザーは、判定用ＬＥＤの点

滅に同期して断続音（ピッピッという音）を発します。 

 

 

点灯 

 

 

 

 

 

 

 

図④－１             図④－２ 

 
 

危険  
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死線探査方法 
 

⑤ 死線状態での電源側からの負荷探査  

（電力量計での探査：アパート、マンション等で外部にコンセントがない場合の探査） 
 

チェック略図 操作手順 

  

①送信器にクランプＣＴと１００Ｖ ＡＣアダプタ（電池電源の時は不

要）を接続します。 

②探査する系統のブレーカが切れていることを確認し、ブレーカ負

荷端子相間を短絡線で短絡してください。 

③クランプＣＴを短絡線へ装着し、送信器の電源スイッチを「入」にし

てください。 

④受信器のモード切換スイッチを「負荷側」の「その他」にセット

します。（図⑤－１） 

⑤受信器の先端を電力量計の電圧コイル付近に図示のように当て

てください。（図⑤－２，⑤－３）受信器を当てる角度、位置により

検出感度が変わりますので、判定用ＬＥＤが６～１０ヶ点滅するよう

にしてください。 

⑥探査する電力量計を順次⑤の手順で探査してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探査相間短絡線は、探査終了後クランプＣＴを取外す時に必ず取外し

てください。 

判  定 

 

受信器表面の判定用ＬＥＤが、６～１０ヶ約１．６秒間に５～６回点滅し、

次の１．６秒間は休止を規則正しく繰り返せば、送信器のクランプ

ＣＴを装着した電源に接続されています。ブザーは、判定用ＬＥＤの

点滅に同期して断続音（ピッピッという音）を発します。 

 

 

 

単相２線式       単相３線式・３相３線式 
点灯 

 

 

 

 

 

 

 

図⑤－１             図⑤－２             図⑤－３ 

 

 

単相３線用、三相３線用電力量計での探査時の 

短絡相対受信器の探査位置 

配電方式 短絡相 受信器の探査位置 

単相３線式 

Ｌ１ － Ｎ 
（赤）－（白） 

左側面 

Ｌ２ － Ｎ 
（黒）－（白） 右側面 

三相３線式 
Ｒ－Ｓ 左側面 

Ｓ－Ｔ 右側面 

 

危険  
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死線探査方法 
 

⑥ 死線状態での負荷側からの電源探査  

（コンセント、端子等の電源ブレーカの探査） 
 

チェック略図 操作手順 

  

①送信器にクランプＣＴと１００Ｖ ＡＣアダプタ（電池電源の時は不

要）を接続します。 

②探査用負荷を探査するコンセントまたは端子部に接続します。

（接続する時、探査用負荷は必ず電源スイッチを「切」にして行ってくださ

い。） 

③探査用負荷の電源スイッチを「入」にしてください。 

④送信器のクランプＣＴを探査用負荷の貫通穴へ装着します。（図⑥

－１） 

⑤送信器の電源スイッチを「入」にしてください。 

⑥探査するブレーカを「切」にし、負荷端子部で探査相間を短絡線

で短絡してください。 

⑦受信器のモード切換スイッチを「電源側」の「電線」「低」にセ

ットします。（図⑥－２） 

⑧受信器の先端を短絡した短絡線に当ててください。（チェック略図参

照）（短絡線のコードは受信器の配線方向ガイドに合わせてくだ

さい。） 

 

（注１）「電線」「低」モードで判定用ＬＥＤが５ヶ以下しか点滅しな

い時は、「電線」「高」モードへの変更および感度切替ス 

イッチにて感度を合わせてください。 

 

 

探査相間短絡線は、探査終了後に必ず取外してください。 

判  定 

 

受信器表面の判定用ＬＥＤが、６～１０ヶ約１．６秒間に５～６回点滅し、

次の１．６秒間は休止を規則正しく繰り返せば、送信器のクランプＣ

Ｔを装着した電源に接続されています。ブザーは、判定用ＬＥＤの点

滅に同期して断続音（ピッピッという音）を発します。 

 

点灯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図⑥－１              図⑥－２ 
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定格および仕様 

【送信器】（形式：ＬＣ－Ｂ－Ｔ） 
使 用 電 圧 範 囲 ＡＣ１００～２４０Ｖ±１０％ ５０／６０Ｈｚ （注） 
信 号 周 波 数 ４．２ｋＨｚ 

信 号 電 流 電源側からの負荷探査時 約７ｍＡ Ｐ－Ｐ （約１．６秒通電、約１．６秒停止） 
負荷側からの電源探査時 約７０ｍＡ Ｐ－Ｐ （約１．６秒通電、約１．６秒停止） 

接 続 可 能 導 体 径 φ３２以下 （ＩＶ線 ３２５ｍｍ２迄） 
電 源 １００Ｖ ＡＣアダプタ（標準装備）または単３アルカリ電池×８本 
Ａ Ｃ ア ダ プ タ 定 格 ＡＣ１００Ｖ／ＤＣ１２Ｖ 
電 源 表 示 灯 電池チェック用ＬＥＤ（緑色）点灯 

電池使用時 
電 池 寿 命 約５時間 

電 池 寿 命 表 示 寿命予告：電池チェック用ＬＥＤ（緑色）点滅 
寿命表示：電池チェック用ＬＥＤ（緑色）消灯 

外 形 寸 法 
送 信 器 １９９×１１７×９２．５（ｍｍ） 
ク ラ ン プ Ｃ Ｔ １５４×５４×２１（ｍｍ）（接続リード線除く） 
Ａ Ｃ ア ダ プ タ ８４×５２×６０（ｍｍ）（電源コード除く） 

質 量 
送 信 器 約４５０ｇ 
ク ラ ン プ Ｃ Ｔ 約１８０ｇ 
Ａ Ｃ ア ダ プ タ 約３４５ｇ 

（注）活線の直流回路の探査はできません。別途お問い合わせください。 

【探査用負荷】（形式：ＬＣ－Ｂ－Ｌ） 
使 用 電 圧 範 囲 ＡＣ１００～２４０Ｖ±１０％ ５０／６０Ｈｚ （注） 
消 費 電 力 ２０ＶＡ以下 
外 形 寸 法 １４２×４０×２５（ｍｍ）（接続コード除く） 
質 量 約８７ｇ 

（注）活線の直流回路の探査はできません。別途お問い合わせください。 

【受信器】（形式：ＬＣ－Ｂ１－Ｒ） 
探 査 方 式 信号電流による磁界検出 

モード切換 電源側からの負荷探査時 「探査負荷」と「その他」の２段切換 
負荷側からの電源探査時 「電線(低)」と「電線(高)」と「ブレーカ」の３段切換 

出 力 ＬＥＤ（赤色）による１０段階表示点滅とブザー断続音（約３回／秒） 
電 源 ９Ｖ電池×１本 
電 池 寿 命 約１０時間 
電 池 寿 命 表 示 点灯…正常／点滅…交換時期／消灯…使用不可 
オ ー ト パ ワ ー オ フ 無操作になってから１０分後に自動オフ 

外 形 寸 法 １９２．５×５１×３３（ｍｍ） 
質 量 約１３７ｇ（電池含む） 

【共 通】 
使 用 温 度 範 囲 －１０～５０℃ 
使 用 湿 度 範 囲 相対湿度９５％以下 
保 存 温 度 範 囲 －２０～６０℃ 
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キット明細 

【キット明細】 
部分名称 数量 形名または品番 

送信器 １ ＬＣ－Ｂ－Ｔ 
クランプＣＴ（送信器用） １ ＣＴ－３３Ｔ 
ＡＣアダプタ（送信器用） １ ＬＣ－Ｆ１ 
探査用負荷 １ ＬＣ－Ｂ－Ｌ 
１００Ｖプラグ付コード（探査用負荷用） １ ＴＬＣ－Ａ－Ｆ１ 
受信器 １ ＬＣ－Ｂ１－Ｒ 
取扱説明書 １ №００４５６ 
キャリングケース １ ＬＣ－Ｂ－Ｃ 
９Ｖ電池（受信器用） １  
クリップ付コード（探査用負荷用） １ ＴＬＣ－Ｂ－Ｆ１ 
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 当社製品のご注文に際して、見積書、契約書、カタログ、取扱説明書、納入仕様書等に記載した事項に加え、特に、保証および用途等については、下記のとおりと
いたしますのでご承諾のうえご使用くださるようお願いいたします。また、当社製品は、使用用途・場所等を限定するもの、定期点検を必要とするものがあります。お
買上げの販売店または当社にご確認ください。

(１) 無償保証期間
   当社製品の無償保証期間は、ご購入後1年間です。ただし、使用環境、使用条件、使用頻度や回数等により、当社製品の寿命に影響をおよぼす場合は、
   この保証期間が適用されない場合があります。
(２) 保証範囲
  １）上記無償保証期間中に、当社の過失により当社製品が故障した場合、無償で交換または修理を行います。なお、ここで言う故障には、性能に影響の
   ない傷、変色等は含みません。
  ２）無償保証期間中であっても、次に該当する場合は無償保証の対象から除外させていただきます。
   a.カタログ、取扱説明書、納入仕様書等に記載されている以外の不適当な取扱い、使用方法等に起因した故障
   b.お客様の施工上の不備に起因する故障
   c.お客様の装置またはソフトウエアの設計等、当社製品以外に起因する故障
   d.当社または当社が委嘱した者以外のプログラムに起因する故障
   e.当社または当社が委嘱した者以外の改造、修理に起因する故障
   f.カタログ、取扱説明書、納入仕様書等に記載されている消耗部品、補用部品等が正しく保守、交換されていなかったことに起因する故障
   g.購入時または納入時に実用化されていた科学・技術では予見する事のできない事由による故障
   h.当社製品の本来の使い方以外に起因する故障
   i.その他、地震、風水害、雷等の天災、異常電圧等の不可抗力により生じた故障 
  ３）ここで言う保証とは、納入製品自体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発される二次的な損害等は、当社の保証外とさせていただきます。
(３)不具合発生時の初動対応
 当社製品設置後に発生する不具合の原因調査は、原則としてお客様にて実施をお願いします。ただし、お客様の要請により当社がこの業務を有償にて代行
 することができます。この場合は当社の料金規定により、お客様にご負担をお願いします。

無償保証期間内外を問わず、当社製品の故障に起因する機会損失、逸失利益、予見の有無を問わず特別の事情から生じた損害、二次損害、事故補償、当社
製品以外への損傷およびその他の業務に対する補償、ならびに当社の責に帰すことができない事由から生じた損害は、当社の保証外とさせていただきます。

当社が有償にて当社製品の修理を受け付けることができる期間は、その製品の生産中止後5年間です。ただし、電子部品等はライフサイクルが短く、調達や生産
が困難になる場合も予測され、期間内でも修理や補用部品の供給が困難となる場合があります。また、探査測定機器類の校正を受け付けることができる期間も、
その製品の生産中止後5年間です。詳細については、当社にご確認ください。

当社電磁接触器・電磁開閉器のご使用に際しては、標準使用条件における使用開始後10 年を目安に更新を推奨させていただきます＊。
また、当社高圧開閉器のご使用に際しては、カタログ、取扱説明書、納入仕様書等に記載されている開閉規定回数または日本電機工業会（JEMA）作成の「汎用
高圧機器の更新推奨時期に関する調査」報告書に記載されている標準使用条件で、屋内用は使用開始後15年、屋外用は使用開始後10年を目安に更新を推奨
させていただきます。
＊参照：日本電機工業会（JEMA）作成「低圧機器の更新推奨時期に関する調査」報告書

カタログ、取扱説明書、納入仕様書、もしくは技術資料等に記載の仕様は、お断りなしに変更させて頂く場合がありますので、あらかじめご了承ください。

(１) ご使用前に本取扱説明書をよくお読みの上、正しくご使用ください。
(２) 当社製品を他の製品と組み合わせてご使用いただく場合は、お客様にて適合すべき規格・法規または規制をご確認ください。また、お客様が使用されるシ
ステム、機械、装置への当社製品の適合性についても、お客様にてご確認ください。これらを実施されない場合は、当社は当社製品の適合性について責任を負い
かねます。
(３) 当社製品を下記用途にてご使用いただく場合は、万一故障や不具合等の発生があっても、危険を回避または最小にする安全回路等の安全対策を講じてく
ださい。詳細については、当社にご確認ください。
  a. カタログ、取扱説明書、納入仕様書等に記載のない条件や環境での使用。
  b. 原子力発電・その他発電所、燃焼・燃料装置、鉄道・航空・宇宙、車輌設備、娯楽機械、安全装置、および行政機関や個別業界の規制に従う設備。
  c. 人命や財産に危険がおよびうるシステム・機械・装置。
  d. ガス、水道、電気の供給システムや24時間連続運転システム等、高い信頼性が必要な設備。
  e. その他、上記a.〜d.に準ずる、高度な安全性が必要とされる用途。

5.　製品仕様の変更

6.　製品の適用範囲

4.　更新の推奨時期

3.　生産中止後の有償修理期間および有償校正期間

2.　機会損失、二次損失等の保証責任の除外

1.　無償保証期間と保証範囲

ご承諾事項について



不明な点・お気づきの点などございましたら

お客様サービスセンター（本社：佐賀）

ナヤムナ
0120-25-7867

（悩むな）

お断わり： 仕様・ 寸法等予告なく 変更することがあり ますのでご了承く ださい。

〔 受付時間／営業日の8:30～17:00〕

本社・工場

名古屋工場

支店

販売会社

パークイースト札幌
損保ジャパン仙台ビル
戸 上 ビ ル
イ ン テ ッ ク ビ ル

大 阪 戸 上 ビ ル
東洋証券広島スクエア
高松第一生命ビル新館
天 神 ビ ル 新 館

戸 上 ビ ル

〒８４０－０８０２ 

〒４５６－００３３ 

〒０６０－００５１ 
〒９８３－０８５２ 
〒１５３－００４２ 
〒９３０－０８５６
〒４５６－００３３
〒５６４－００５３ 
〒７３０－００１１
〒７６０－００２３
〒８１０－０００１ 
〒８４０－０８０２

〒１５３－００４２

北海道
東 北
東 京
北 陸
中 部
関 西
中 国
四 国
九 州
佐 賀

佐 賀 市 大 財 北 町 １ － １

名古 屋市熱 田区 花表町 ２１ －２

札 幌 市 中 央 区 南 一 条 東 １ － ３
仙台市宮城野区榴岡三丁目７－３５ 
東京都目黒区青葉台四丁目１－1３
富 山 市 牛 島 新 町 ５ － ５
名古 屋市熱 田区 花表町 ２１ －２
大阪 府吹田 市江 の木町 １２ －５ 
広 島 市 中 区 基 町 １ ３ － ９
高 松 市 寿 町 二 丁 目 １ － １
福岡市中央区天神四丁目３－３０ 
佐 賀 市 大 財 北 町 １ － １

東京都目黒区青葉台四丁目１－１３

ＴＥＬ ０９５２（２４）４１１１

ＴＥＬ ０５２（８７１）５１２１

ＴＥＬ ０１１（２６１）１５２８
ＴＥＬ ０２２（２９５）５５７１
ＴＥＬ ０３（３４６５）０７１１
ＴＥＬ ０７６（４３１）８３７１
ＴＥＬ ０５２（８７１）６４７１
ＴＥＬ ０６（６３８６）８９６１
ＴＥＬ ０８２（５５５）４６４６
ＴＥＬ ０８７（８５１）３７６１
ＴＥＬ ０９２（７２１）３４５１
ＴＥＬ ０９５２（２５）４１５０

ＴＥＬ ０３（３４６５）３１１１

ＦＡＸ ０９５２－２６－４５９４

ＦＡＸ ０５２－８８９－１０６１

ＦＡＸ ０１１－２７１－３８０４
ＦＡＸ ０２２－２９５－５５７３
ＦＡＸ ０３－５７３８－３６２２
ＦＡＸ ０７６－４４１－８０８６
ＦＡＸ ０５２－８８９－１０６１
ＦＡＸ ０６－６３３８－１３７５
ＦＡＸ ０８２－５５５－４９６６
ＦＡＸ ０８７－８２２－７３９６
ＦＡＸ ０９２－７４１－２２７７
ＦＡＸ ０９５２－２６－８２２０

ＦＡＸ ０３－３４６５－３７２７ 東京戸上電機販売㈱


